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-新年度の予算と纏政方針
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磁
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わ
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光
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憧
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史
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史
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環
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句
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仮
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縄
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取
り

aE

f
--
学

校

教

宵

議
袋
小
学
校
腿
内
運
動
冶
の
増
改

集

君

主

陸

書

展

量

A
2
2
3
f
・

5
E
Eをま
1
1

2
閣
の

E
民
主
壁
"



-断書事慮@予2・と... 方針

近隊問ιA.，駅闘aEMの-a-

u
*
a
Mbはw---"同信.昼寝

の
?
園
町
商

2
3

副同筆置唱・食として区闘aa梅造

工事など
を進めき
す・

i

i

i

E

Z

喜

里

1

2

2

i

i

!

?

z

i

i

z

 

よ旬

近鉄血
常良駅周辺旭区富市費住宅の修二期t--E計等の

市
街
地

.
害
車
区
の
益
-
z
'
u
a
T
』
啄
慣
色
人
魚
宣
車
忠
商
住
宅
の

E
L
s
i
s
f
i
?
?
す

fa-am銀周辺-gm・也市健

交
通
例
m
E
m

--"
化学曾への凶neとして

i

j

j

i

z

-

-

1

1

1

2

 

1

f

t

j

-

-

7

1

2

5

E

U

j

i

j

i

-

化施-e
『【値動骨】市民晶mgam』災
*凶"にbaけ&代・・飼Ahx迫観齢削照雄ag略と兵聞で温める"・通し、-EA官能本対策の側冒a-

e趨・する日か割
n
・・7医・阜の畏・ar，eられてMmそのか中堅所得府幡巳MmL蔚た仁.，めます
・
さら川弘、河
川・司

自

--m・ヱ
.. ‘引
saRA--め，

u

小周廊陰とeaaR陵・のための

6

特定優良質通蒜凶吃侯鎗健造.，嶋・・・・・・
6

より依鶴川川凶

す・・AW鎗汗の市街・胃聞'a'

慣・尚FauをMa
闘し，す
・

aι袋網します
・

河川区峰の水辺の・・づ〈。幽

f
ぃ

E

R

m

i

-

-

a

Z

E

E

-

公

共

z

i

z

i

--

川

霊
草
華
街
曹
瞳
轟
る
」
雪
月
曲
晶
孟
晶
干
フ
時
軍
曹
月
初
島
富
吉
守
品
世
置
テレ
ビ
量
(U
H
F

E
チャ
ンネル埠
)で
賢

一霊
園
宣

i
i
i
 

J

f

z

i
・E

f

i

i

小

Z
E
Z
g
z
z
e
 

"。ます
・

!

i

E

2

1

 

f
u
z
z
s
z
-
a
か

ら
T
・
ん
で
い
士
宮
明
性

陀
紛

a』・・につ
i

・て椅観的に

z
i
l
-
-
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ヨ
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掌地方ー
~みんなそろって投票しましょう~
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.. 宅庫県南積地..鍾盆.取組舗賓と箇力のお礼

京良市社会福越臨.会寮良市、

神戸市在中心に大き忽植寄をもたうした兵庫県南部地震で植災されてい

る方々のため、輯揖童、教握物資を募うせていただいたところ、多くのみ

なさまのご協力をいただきあ口がとうございました。お寄せいただいた真

IL:のこもった聾置童、世揖物資1<1随時田りまとめ、みなさまの尊い善意と

して彼災地へ送らせていただいております.ここに厚くお礼申し上げます.

(圃称臣、順不同. 2月畳付分)
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